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獣医コミュニケーション研究会会報 第 2 号（2022） 

 

１．巻頭言 

２．報告 

・2021 年 年次大会 

・オンライン勉強会 

３．事務局からのおしらせ 

・行事予定 

・総会議事録 

 

 

１．巻頭言 

昨年から始まりました会報ですが、無事に第 2 号を発行できる運びとなり、会長としては安堵

しております。 

新型コロナウイルス感染症の流行もまだ続いており、余談を許さぬ状況であったことから、

2021年の年次大会はまたもオンライン開催となりましたが、人の医療におけるコミュニケーション

についてご講演いただきました。ワークショップとして、事前に作成したシミュレーション動画を使

用し、これは Facebook での予告配信も含め、注目を集めることができました。この動画は各地

の会員の皆さんに協力していただいたもので、年次大会にNDKの総力戦で携わっている感じが

して、非常に嬉しく感じられました。2022 年の年次大会も、今度こそ現地開催できるように動い

ておりますので、皆さんぜひ奮ってご参加いただければ幸いです。 

日本獣医師会雑誌の連載企画「獣医療とコミュニケーション」への協力も始まり、2022 年度

はさらに NDK への注目が集まる１年になるかと思われ、実際、原稿を読まれて新規の会員登録

を希望される方も既に出てきています。コロナ禍のために、各地の皆さんの活動が下火になってし

まっている向きもありますが、期待に応えられるよう、そろそろまた活動を広げていくことができた

らと思います。 

さて、最後になりますが、今年は役員の改選の年となります。2019 年 10 月に運営規約を制

定した際、施行当初の役員として挙げられた 8 名の役員は、3 年の任期を（恐らく）無事に終えら

れそうです。2021年度総会で役員選任規定を定めましたので、次回の総会時には正式な手続き

に則って次期役員の選任が行われます。なにぶんこれも初めての実施となるため、準備が円滑と

はいかないかもしれませんが、皆さんのご協力をお願いできれば幸いです。 

（木村祐哉） 
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２．報告 

・２０２1 年 年次大会 「動物の飼育者への『悪い知らせ』の伝え方を考える」 

 

1. 日 時：2021 年 9月 19日（日） 10：00～16：30 

2. 場 所：大阪府立大学 I-site なんば C3ルーム 

→オンラインのみに変更 

3. 参加費：無料（実参加人数：37名） 

4. 大会長：今井 泉（大阪府立大学/泉南動物病院） 

5. 実行委員：石山 大、伊藤優真、今井 泉、木村祐哉、

渡邊力生 

6. 協 力：泉南動物病院 

※獣医療提供体制整備推進協議会及び公益社団法人日本獣医

師会が実施する令和 3年度獣医療提供体制整備推進総合対策

事業における新規獣医師臨床研修促進事業「新規獣医師が職

業倫理・関係法令・コミュニケーションスキル等を修得するため

の技術研修」として開催 

 

 

 

＜講演要旨＞ 

相手がうれしくない情報を どのように伝えるか 

〜Breaking Bad News と Content Skill〜 

 

金澤剛志 

九州大学大学院医学系学府医学教育学講座 

健和会大手町病院 総合診療科 / 感染症科 

 

人の医療業界では 1980年台から悪いニュースの伝え方について議論が行われてきた。

2000年台には日本でもSPIKES が知られるようになり、SHARE という日本独自のモデルも

生まれた。一方で、悪いニュースの伝え方だけでなく全ての臨床現場で求められるコミュニケー

ションスキルを身につけることで、これらのモデルをより効果的に扱うことができるようになること

も重要である。 

当日はこの2点について講義を行い、動画による模擬ケースを用いたセッションを通じて理

解を深めた。 
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＜開催報告＞ 

 

2021 年 9月 19日オンラインにて獣医コミュニケーション研究会2021 年年次大会が開催

された。本来なら、大阪での開催予定であったが、コロナウイルスの感染状況を鑑みて、オンライ

ン開催に変更になった。 

前半は金澤剛志講師をお呼びして「相手が嬉しくない情報をどのように伝えるか～

Breaking Bad News と Content Skill～」を講演していただいた。概要は、臨床獣医師とし

て働いていく中では避けては通ることのできないBreaking Bad News をどのように行うかに

ついて、医療と獣医療の共通点と違いから、SHAREや SPIKES など医療で用いられているエ

ビデンスに基づくコミュニケーションのとり方、また金澤先生の現場での経験を混ぜながらの実践

的なレクチャー内容だった。 

後半は、参加者のディスカッション形式で小動物と大動物ごとに臨床現場で実際に起こりえる

Bad News のシュチュエーションの診察動画を作成し、その動画を見て感想、改善点を検討し

た。小動物では猫の動脈血栓塞栓症を題材に、飼い主はそこまでの重症と考えてない解釈モデ

ルのなかでの獣医師の対応、大動物では牛のサルモネラ感染症発生に伴う酪農家とのリスクコミ

ュニケーションを題材とした動画内容であった。どちらの動画内容も、参加者から自分の職場の

研修にも使いたいなど好評であった。 

（伊藤優真） 
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・オンライン勉強会 

- zoomでも情報を共有する方法を考えるワーク～物資調達ゲーム～ 

1. 日 時：2021 年 11 月 5日（金） 19：00～21：00 

2. 担 当：堀北哲也 

 

- アニマルウェルフェア勉強会 

1. 日 時：2021 年 12 月 16日（木）19:00～21：30 

2. 担 当：木村祐哉（声掛け）・大谷祐紀（発表）・加藤博美（発表） 

 

 

３．事務局からのおしらせ 

・行事予定 

2022年 4～9月 総会（先立って、1 ヶ月前までに役員候補者の選任公示） 

2022年 9月 17日 年次大会 

 

新型コロナウイルス感染症の流行により、2021 年度も動物感謝デー、獣医内科学アカデミー

への参加がなくなりました。2022 年度の見通しも定かではありませんので、総会と年次大会だ

け記載いたします。 

日本獣医師会雑誌の解説・報告原稿として「獣医療とコミュニケーション」の連載が始まりまし

た。本研究会として全面的に原稿執筆協力しており、30 回続く予定のほとんどを会員が占めるこ

とになる見込みです。  
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・総会議事録 

 

獣医コミュニケーション研究会 2021年度総会 議事録 

2021 年 4月 27日 19:05～20:00 於：オンライン 

 

出席者：木村祐哉、石山 大、窪田健太郎、若柳 翼、堀北哲也、松井匠作、渡邊力生、白戸綾子、

榎谷雅文、矢野 淳、門平睦代（敬称略、順不同、11 名） 

議事録作成者：木村祐哉 

 

１．事業報告 

1) 企画実施 

2020年度の企画共催１件（9月 6日 アニマルウェルフェア畜産協会シンポジウム（オンラ

イン））、年次大会（9月 6日 *農林水産省補助事業（獣医療提供体制整備推進総合対策事

業））の開催について木村会長から、オンライン勉強会 3件の実施について窪田運営委員よ

り報告があった。 

 

2） 第 1号会報（2021 年 3月 1日付）の発行 

第１号の発行について、木村会長より報告があった。 

 

3) 2020年度決算（資料１） 

決算案について木村会長より説明の上、松井監事による監査報告があり、賛成多数により

承認された。 

 

２．審議事項 

1) 事業計画案 

年次大会（２０２1年9月19日 大阪府立大学 I-site なんば）について、オンライン対応（ハイ

ブリッド）の可能性も踏まえた計画が進行していること、前回は中止となっていた獣医内科学ア

カデミー（2022年 2月）への企画参加の意向について、木村会長から説明があった。 

また、オンライン勉強会の継続および第 2 号会報の発行予定についても説明があり、賛成多数

により承認された。 

 

2) 予算案（資料２） 

特筆する出費予定のない旨、木村会長より説明があった。なお、現状としてはイベント等も日本

獣医師会の補助事業名目で開催できているなど、研究会名義としての出費を伴う項目がない

ためであるが、今後、そうした出費を要するイベント等を開催される場合には、予算として計上

さる可能性のあることが確認された。 
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３） 役員選任規定の制定（資料3） 

4) 運営規約の改定（資料4） 

5) 入会申込書・退会届（資料5） 

団体の公益性や持続性を担保する一貫として、所定のルールに基づいて役員選任が行われる

ようにする目的での選任規定の制定について、石山副会長および木村会長より趣旨と規定案

の説明があった。また、それにあわせて、役員人数の設定等および誤字訂正のための運営規

約の改定、保留されていた入退会フォーマットの整備を行いたい旨も説明があった。 

入会申込書について、同内容のオンライン上のフォームもまた申込書として認めたほうが良い

であろうという提案があり、それもあわせて、いずれも賛成多数により承認された。 

なお、役員候補者の選出にかかる公示について質問があり、総会日程の 1 ヶ月程度前にある

開催案内とあわせて公示される見込みであることが、木村会長より述べられた。 

 

6) 事務局用連絡表の作成 

本会の性質上、ゆるやかなつながりを重要視し、そのために明確な会員名簿をあえて作成し

ておらず、今後も当面継続していくことが望ましいと考えられるが、ときおり、会員への連絡が

必要となり、難渋する事態が発生しているため、事務局用の連絡表を作成し、事務作業の問

題を解消したい旨、木村会長より説明があり、賛成多数で承認された。 
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獣医コミュニケーション研究会 

（Japan Association for Veterinary Communication） 

 

通称：全国畜産支援研究会、農場どないすんねん研究会（NDK） 

 

役員名簿 

会 長 木村 祐哉 

副会長 石山 大 

運営委員 今井 泉 

 窪田 健太郎 

 中尾 洋一 

 若柳 翼 

事務局 堀北 哲也 

監 事 松井 匠作 

 

 

 

 

発行日 

―2022年 3月 1日― 


